
●学術雑誌(Journal)に掲載された英語論文の場合： 
  著者名に続き，英文題目をそのまま引用し，雑誌名，巻(号)，最初と最後のページ（発行年)
を記載する．巻の数字の前には「Vol.」を付ける．各文献の最後には半角ピリオドを記す．雑誌

名はISO準拠の略式形もしくは発行元（学会・出版社）指定・推奨または慣例の省略形で記載す

る．省略形が規定されていない場合は省略せずに誌名を記載する．通しのページ番号が付与され

ない雑誌の場合は代わりに論文番号を記載する（例：[5]）． 
 なお，DOI が付与されていてそのことを明記したい場合は，(発行年)の後に(doi:・・・・・)
と記す（例：[6]）．また，J-STAGE などインターネット上でのみ発行されている電子版ジャーナ

ルであることを明記したい場合も同様に記載する（例：[7]）． 
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●国際会議・国際シンポジウムのプロシーディングスに掲載された英語論文の場合： 
  著者名に続き，英文題目をそのまま引用し，プロシーディングス名，巻(あれば)，最初と最後

のページ（発行年)を記載する．CD-ROM の場合は，プロシーディングス名の後に CD-ROM を

付記する．会議名・シンポジウム名には，一般的な省略形の単語を記載しても良い．通しのペー

ジ番号が付かない場合は代わりに論文番号や講演番号などを記載する． 
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●学術雑誌(Journal)に掲載された和文論文の場合： 

英文題目，英文著者名が論文中に記載されているはずですので，著者名に続き，英文題目をそ

のまま引用し，雑誌名，巻(号)，最初と最後のページ（発行年)を記載する．巻の数字の前には「Vol.」
を付ける．各文献の最後には半角ピリオドを記す．雑誌名は ISO 準拠の略式形もしくは発行元

（学会・出版社）指定・推奨または慣例の省略形で記載する．もし省略形が規定されていない場

合は省略せずに記載する．なお，本学会誌「混相流」は「Japanese Journal of Multiphase Flow」，



論文精選集「混相流研究の進展」は「Progress in Multiphase Flow Research」と記載する． 
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●英文書籍の場合： 
  著者名，書籍名，引用した部分の最初と最後のページ，発行社（発行年）を記載する．学位論

文についても同じ書式で記載する． 
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●和文書籍であるが，書籍に和文題目とともに英文題目が明記されている場合： 
  著者名を英文表記し，書籍に記載されている英文書籍名，引用した部分の最初と最後のページ，

発行社（発行年）を記載する． 
 

◆日本機械学会編「改訂 気液二相流技術ハンドブック(書籍に Handbook of Gas-Liquid 
Two-Phase Flow Technology - Second Edition という英文名有り)」を引用する場合 

[1] The Japan Society of Mechanical Engineers ed., Handbook of Gas-Liquid Two-Phase Flow 
Technology - Second Edition, 63–92, Corona Publishing, Tokyo (2006). 

◆日本混相流学会編「混相流用語事典(書籍に Encyclopedia of Multiphase Flow という英文名有

り)」を引用する場合 
[2] The Japanese Society for Multiphase Flow ed., Encyclopedia of Multiphase Flow, 10–20, Corona 

Publishing, Tokyo (1996). 
◆齋藤武雄著「数値伝熱学(書籍に Computer-Aided Heat Transfer という英文名有り)」を引用

する場合 
[3] Saito, T., Computer-Aided Heat Transfer, 65–80, Yokendo, Tokyo (1989). 

 
●和文書籍であり，書籍には英文題目が明記されていない場合： 
  書籍の著者名を英文表記し，この書籍を引用する著者の責任で書籍名を英文名に変換して記載

し，(in Japanese)を付記する．さらに引用した部分の最初と最後のページ，発行社（発行年）を

記載する． 
 

◆日本混相流学会編「混相流ハンドブック(英文題目なし)」を引用する場合 
[1] The Japanese Society for Multiphase Flow ed., Handbook of Multiphase Flow (in Japanese), 

15–25, Asakura Publishing, Tokyo (2004). 
◆越塚誠一著「数値流体力学(英文題目なし)」培風館を引用する場合 
[2］Koshizuka, S., Computational Fluid Dynamics (in Japanese), 110–135, Baifukan, Tokyo (1997). 

 
●協会などが発行する雑誌，セミナーや研究集会の資料，講演要旨集などに掲載された和文原稿

を引用する場合： 
  基本的に，「著者名」，「原稿題目」，「掲載雑誌・資料」，最初と最後のページ（発行年）を記載

することになりますが，「原稿題目」，「掲載雑誌・資料」の英文名が記載されている場合は，そ



れをそのまま引用し，英文名が記載されていない場合は，この原稿を引用する著者の責任で「原

稿題目」，「掲載雑誌・資料」を英文に変換して記載し，（in Japanese)を付記する． 
 

◆(社)日本建設機械化協会(Japan Construction Mechanization Association)が発行している協会

誌「建設の機械化(協会誌の英文名無し)」に掲載された原稿「建設機械知能化の現状と展

望(英文題目無し)」を引用する場合 
[1] Takahashi, H., State-of-the-art and Perspective of the Construction Machinery Intelligence (in 

Japanese), Mechanization of Construction(in Japanese), Japan Construction Mechanization 
Association, 10–20(2004). 

◆建設施工と建設機械シンポジウム論文集(英文名無し)に掲載された原稿「フッ素汚染土の

不溶化処理施工(英文名無し)」を引用する場合 
[2] Miyashita, H., Fukumoto, S. and Tamaue, K., Insolubilization Construction of the Contaminated 

Soils by Fluorine (in Japanese), Proc. of Construction and Construction Machinery Symposium (in 
Japanese), 177–180(2007). 

 


